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　２００年以上にわたり受け継
がれてきた伝統芸能「高志狂
言」。その文化を未来へつな
ごうと、大人も子どもたちも
一緒に練習を重ね、華やかに
披露し続けています。
　今回は、伝統芸能に親しみ
ながら取り組む子どもたち
と、地域の文化を守り伝える
保存会の活動を紹介します。

　千代田町の高志地区
に伝わる高

たか
志
し

狂言。そ
の起源は江戸時代に武
士の間で広まった狂言
の流派「鷺

さぎ
流
りゅう

」にあると
され、台本や録音がな
かった時代から地域の
中で受け継がれてきま
した。
　基本は鷺流の型ながら、長い年月の中で他の芸能の所作なども自然と導入。少し
ずつ高志狂言ならではの形になっていきました。
　昭和４６年には佐賀県重要無形民俗文化財に選定。毎年１０月には五穀豊穣への感謝
と地域の安寧を祈り、高志神社に奉納されています。

　昔から芸能を大切にする文化が根づいてい
た高志地区。周辺地区にもそれは定着してお
り、祝い事のたびに「高志の人がいたら、何か
ひと節披露してよ！」と声がかかるほどでした。
　近年は大人数が芸能に携わることが難しく、１０人以上の出演が必要な「半

はん
銭
せん

」
が最後に披露されたのは約２０年前。しかし、今年に入って「やってみたい」とい
う声が地域の大人たちからあがり、再演への機運が高まっています。

地域の支えとなる
芸
能

大勢の方が奉納に参加されました

へつなぐ

大切な文化を次
代

地域で受け継がれてきた高志狂言
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　高志地区では、大人はもちろん子どもたちも伝統芸能に携
わっています。「高志狂言クラブ」では地区内外から子どもた
ちの参加者を募っており、夏休み期間やお祭り前の昼休みな
どを使って練習。指導を受け持つ高志狂言保存会の島

しま
信
のぶ

秀
ひで

さ
んは「最近は特に、こうした芸事に興味を持つ子が増えてう
れしく思っています」と笑顔で話します。子どもたちはとて
も意欲的で、島さんは次の世代が少しずつ育っていることを
実感しているそうです。
　「今後は千代田町全体で高志
狂言に携われるようにしたいで
す」と、伝統の裾野を広げる意
欲も。地域で守られてきた高志
狂言は、これからも多くの人の
手で次代へと受け継がれます。

　今から２５年前「おじいちゃんがやっ
ている高志狂言をやってみたい！」とい
う声から、小学生向けにクラブを発足。
　現在は千代田中部小学校５～６年生
の児童９人が、年間を通じて「部

ぶ
須
す
」と

いう演目に取り組んでいます。

高志狂言保存会
島
しま

 信
のぶ

秀
ひで

 さん

部ぶ

須す

を
演
じ
る
島
さ
ん

ベテランの圧巻の演技も披露

一
緒

子どもたちも

に
伝
統
を
紡
ぐ

高
志
狂
言
ク
ラ
ブ

セ
リ
フ
合
わ
せ

現
代
の
言
葉
で
は
な
い
の
で

さ
ら
に
大
変
で
す

動
き
は
大
き
く

表
現
が
伝
わ
る
よ
う
な

動
作
を
学
び
ま
す

夏休みに練習に励むクラブの児童たち

　今とは違う台詞回しや動きが難しい
です。でも内容はとても面白いし、友
達も一緒なので楽しく続けています。

参加者たちのコメント

立ち位置もしっかり
確認します
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トピックスかん
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　認知症に対する正しい理解を深め、認知症の人
と寄り添って生きる共生社会を目指す認知症予防
イベントが、神埼市中央公民館で開かれ、大人や
子ども約６０人が参加しました。
　参加者は仮想空間を体験するVRで認知症の人
の視点を知り、当事者の気持ちや思いやりの心を
学びました。体験した子どもたちは「認知症の方
に優しく接したい」「道に迷っていたら声をかけた
い」といった前向きな感想を話していました。
　また、認知症予防の観点から、身体測定や栄養
指導なども行われました。

　Ｂ＆Ｇ財団が行う「防災拠点の設置および災害
時相互支援体制構築」事業の、決定書授与式が行
われました。
　市は、Ｂ＆Ｇ財団から支援を受け、災害支援
に必要な資機材の整備や資機材を活用できる人
材育成などに取り組んでいきます。また、周辺
自治体との災害時相互応援協定の締結など受援
体制の構築を進め、防災力の強化に努めます。
　授与式で市長は「資機材の整備に加え、市職員
や消防団員の人材育成にも取り組み、災害に備
えたい」と決意を述べました。

　市観光協会主催の「朝YOGA
＆腸活モーニング」が、高取山
公園で開かれました。
　約３０人の参加者は周囲の緑と朝霧の中、聞こ
えてくる自然の音や風を感じながら身体をゆっ
たり動かし、心身をリフレッシュしていました。
　また、ヨガの後は地元の食材を使用したパン
ケーキやスムージーの朝食を堪能しました。
　吉野ヶ里町から初めて参加した女性は「充実し
た時間を過ごせました。パンケーキも美味しかっ
たし、また参加したい」と話しました。

　NHK Ｅテレの番組「天才てれびくん」の公開生放
送が神埼市中央公民館で開かれました。
　参加した子どもたちは、中継MCであるお笑い芸
人のチャンカワイさんや、てれび戦士と一緒に楽
しみながらさまざまなことにチャレンジしました。
　この日は８３組２６５人の家族が来場、子どもたち
は抽選会で盛り上がった後、フラフープやクイズ
などに挑みました。また、てれび戦士衣装を着用
したり等身大パネル前での記念撮影、指プルタイ
ムトライアルなどを楽しみました。

認知症の世界をVR体験で学ぶ9
20

防災拠点の設置および災害時相互
�支援体制構築事業　決定書授与式

9
25

脊振の新鮮な空気と自然に
� 囲まれながら朝ヨガ

9
21

NHK「天才てれびくん 木曜ライブ」
� 神埼市中央公民館で開催

9
25
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　さわやかな秋空の下、神埼町・千代田町民運
動会が開催されました。新型コロナウイルス感
染症の影響などにより中止が続いていたため６
年ぶりの開催になりました。地域の子どもから
高齢者まで幅広い世代の住民が参加し、歓声と
笑顔にあふれた一日となりました。
　競技では、玉入れや徒競走など誰もが楽しめ
る種目が行われ、観客席からは大きな声援が送
られました。
　参加者からは「久しぶりに地域みんなで集まれ
て楽しかった」といった声も聞こえ、地域の絆が
深まる機会となりました。

　第１部ではピーター・バラカンDJ&Talkと題し、
テレビやラジオでおなじみのピーター・バラカン氏
が松永誠剛氏とともに音楽の歴史を巡り、第２部で
は世界最高峰のドラマー、ブライアン・ブレイド氏
らの演奏で全国から訪れたファンを魅了しました。
　ロック、ジャズ、カントリーなど多様なジャンル、
そして時代を超えて活躍するドラマー、ブライア
ン・ブレイド氏。バンドとしての来日は１３年ぶり
で、東京以外では初めての公演となりました。
　下関市から訪れたという星出和彦さんは「第１部
でピーター・バラカンさんが楽器や音楽のルーツ
を話してくださったので、第２部のステージが一
層興味深いものになった」と満足げに話しました。

　介護技術の全国大会に出場する神埼清明高校の
４名が市長を表敬訪問しました。
　３年生の香月姫

ひ
愛
な

さん、原朋
とも

花
か

さん、内川真
ま

実
み

さんは九州代表として全国高校生介護技術コンテ
ストに出場します。大会はさまざまな条件がつい
た課題に対し、介護技術と意図説明を競います。
　また、２年生の大川ルツさんは、２３歳以下が専
門の職種ごとに技を競う技能五輪全国大会「介護
職種」に高校生唯一の選抜選手として出場します。
　皆さんは「今まで学んだことを最大限生かして
頑張りたい」と意気込みを語りました。

　はんぎーホールで３組のバンドが出演する『千
代 田 ライブ イン はんぎ ー 』が 行 われました。

『NAKANAKA BAND』『HIT』『きまぐれバンド』が
オールディーズや歌謡曲、フォーク、ロック、
ニューミュージックなどを披露。トークや衣装
などの持ち味を存分に発揮して満席の会場を沸
かせました。
　ライブは『きまぐれバンド』の代表でボーカル
の島明美さんの呼び掛けで実現しました。島さ
んは「来年もさまざまなジャンルの音楽を楽しん
でいただける機会をつくりたい。はんぎーホー
ルから佐賀の音楽を盛りあげていけたら」と話し
ました。

６年ぶりに地域の笑顔が戻る！
� 神埼町・千代田町民運動会

10
12

介護技術の全国大会
� 神埼清明高校から４人が出場

10
2

BRIAN BLADE & THE FELLOWSHIP BAND
� ピーター・バラカン－DJ&Talk－

10
13

千代田 ライブ イン はんぎー
� きまぐれバンド さまざまな昭和の曲を披露

10
11
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